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 滋賀交通が北山台～野洲駅間のバスを

大幅に減便計画。共産党市議団は直ちに

会社や市と交渉しました。また、市民の

みなさんとバス路線守れと運動を進めて

います。引き続きがんばります。 
 

オバマ米大統領が「核兵器のな
い世界」を国家目標にする演説を
しました。この動きに、世界平和
市長会議にも参加する山仲市長
と懇談。市としても平和事業の
推進を求めました。（6月 4日） 
 

プランでは、分庁舎や「ふれあいセンター」の風呂廃

止。歴史民俗博物館展示縮小、コミセンやすの移転など

施設の統廃合。また、乳幼児医療費助成制度や学童保

育所保育料、ゴミ袋代、小中学校修学旅行補助、各種

検診補助など市民生活の全分野に渡り負担強化とサー

ビス切り捨てを進めようとしています。加えて市街化地域

への都市計画税導入まで計画しています。 

 

 市が財政難を理由に、主な公共施設の廃
止・閉鎖。福祉医療制度などの負担強化とサ
ービス切り捨ての「集中改革プラン」を進めよう
としています。こんな市民犠牲は許せません。 
 

 プランでは、「財政が大変。市民に 2 ヵ年に限りがまん

してほしい」と言っています。しかし、一端、廃止した施設

新型ウイルス発生では、「感染防止対策の強化や市民生活を

守る施策をすすめよ」と市長に緊急 
要望を行いました。（５月２０日） 

や市民負担が元に戻る保障は全くありません。事実、プラ

ンを審議する市議会の特別委員会でも市は元に戻すこと

を約束できませんでした。つまりプランは、「削減ありき」で

一連の市民サービスを切り捨てるだけのものに他なりませ

ん。 

２町合併時、「合併すれば財政規模が大きくなりスケー

ルメリットがある。サービスは高い方に、負担は低い方に」

と市民に説明してきたのです。にもかかわらず、これにつ

いてなんの検証（反省）もなく、合併後の財政困難を市民

に転嫁するだけのものです。 

財政が大変と言うなら、いまなお年間約２億円の同和関

係予算や「雇用拡大のために」と市が村田製作所に１億

円以上を補助。その企業が「解雇・雇い止め」をしながら、

いまなお「約束だから」と補助を続ける市政の転換こそ必

要です。このことを見ても、分庁舎廃止や市民サービス切

り捨てをすすめる根拠はなに一つありません。 

 

 ６月定例市議会は６月１日から１８日まで開催されました。日本共産
党市議団は、公共施設廃止やサービス切り捨ての集中改革プラン、滋

賀交通バス減便問題を取り上げ、暮らしを守る市政を求めました。 




